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現メカニズム、とくに後縁 2 次渦の役割を明らかにすることを目的としている。 
 本研究の特徴は、研究対象とした断面辺長比を従来自己励起型渦励振が発現するとさ































第 5 章では、断面辺長比が B/D=2、4、6 の矩形断面を対象に風洞実験を行い、ねじ
れ振動の自己励起型渦励振の発現開始時および最大応答振幅付近において、後縁 2 次渦
が果たす役割を明らかにしている。また、鉛直たわみ振動の場合との比較を行い、振動
モードによる後縁 2 次渦の役割の差異を明確にしている。 















幅 ηが 2η/D=0.01-0.05 程度の小振幅領域において、後縁 2 次渦は必ずしも必要ないこ
とを明らかにした。一方、応答振幅 ηが 2η/D>0.1 程度の比較的大振幅領域では、後縁
2 次渦は断面に作用する励振力を増加させる可能性があることを明らかにした。従来の
定説と異なる後縁 2 次渦の役割が、実験的に明らかとなり、この研究成果が今後耐風安
定性のより良好な空気力学的対策部材の開発に寄与することが期待される。このように
本論文には新規性と有用性が認められた。 
本論文に関して、調査委員並びに公聴会出席者から、実橋における自己励起型渦励振
の発現風速域、橋梁耐風工学分野への本研究成果の具体的な適用方法等について質問が
なされたが、発表者からいずれの質問に対しても的確な回答がなされた。 
最終試験では、発表や質疑応答の結果、研究内容が優れ、高い学力・研究能力を有する
ことが認められた。学位論文の内容も踏まえた学位論文調査会における審議の結果、本
論文が博士（工学）に値すると判断された。 
以上により、学位論文調査会における論文の審査結果および最終試験の結果に基づき、
学位論文審査委員会において慎重に審議した結果、本論文が博士（工学）に十分値する
と判断した。 
